
納入事例

NELT201807

通路

消灯直後

停電検知送信機
（EPSS送信機）
RQ0202
定格消費電力：1.4W

災害時の１次避難場所になる区民会館に、
停電時に内蔵バッテリーで点灯する照明器具を導入。
日頃は地域交流の施設として活用され、いざという時は地域の防災施設を兼ねる区民会館。このたび、BCP対策の一環としての
防災装備（照明など）の充実を図るため､内蔵バッテリーで約10時間の非常点灯を可能とする防災用照明器具を導入されま
した。集会所の新築･改修費用の1/2が補助される牛久市の制度を活用して、停電時のあかりが確保されました。

物件概要
LED一体型ベース照明
防災用Ｎｕシリーズ
逆富士形230mm幅
MQVB4103/52NA-N8
定格消費電力：34.0W

主な納入器具

第２つつじが丘区民会館

防災用Nuシリーズは､通常時は一般の照明器具として点灯し､停電を
検知した際に､内蔵バッテリーにより1台あたり約300ｌｍで最大約10時間
の非常点灯を行います。

▌大ホール   LED一体型ベース照明  防災用Nuシリーズ
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LED一体型ベース照明


